
 

   

 

 

 

2025 年 8 月 29 日 

 

博報堂ＤＹグループの健康プログラム「健診戦」 

健康関心が低い層の肥満改善効果を実証 

Preventive Medicine Reports に論文掲載 

～健康への関心がより低い従業員で BMI 減少効果を確認、健康格差是正へ期待～ 

 

株式会社博報堂（本社：東京都港区、代表取締役社長：名倉健司、以下 博報堂）は、社会と健康との関係

を研究する京都大学大学院医学研究科社会疫学分野・帝京大学大学院公衆衛生学研究科とともに、行動科学

に基づき、エンターテインメント性のある健康プログラム「健診戦」を通じた共同研究を実施してきまし

た。このたび健康への関心が「低い」または「中間」の従業員において、プログラムへの参加が肥満の指標

である BMI（Body Mass Index、体格指数）の有意な減少につながることを実証し、本研究に関する論文が

予防医学と公衆衛生分野において有力な国際学術誌、Preventive Medicine Reports（Volume56）に掲載さ

れましたのでお知らせいたします。 

 

肥満は生活習慣病の主要なリスク要因ですが、健康づくりへの関心や健康行動には個人差があり、この差

が健康格差の一因となります。特に、健康への関心が低い人々は健康情報を避ける傾向があり、従来の保健

プログラムでは効果が届きにくいという課題がありました。近年、ゲーミフィケーション（ゲーム要素の活

用）やナッジ（行動をそっと後押しする仕組み）など、行動科学を応用した新しいアプローチが注目されて

います。しかし、健康への関心が低い人々への効果は明らかではありませんでした。本研究では、博報堂Ｄ

Ｙグループが開発した、コミットメント、インセンティブ、ゲーミフィケーションなど複数の行動科学の要

素を活用し、定期健康診断を社員が楽しめるような工夫を取り入れた健康プログラム「健診戦」の効果を、

参加者の健康関心度別に検証しました。分析の結果、対象者全体で、プログラム参加による BMI 減少が認め

られました（−0.22 kg/m²）。特に、健康関心度が低い群（−0.34 kg/m²）と、中間群（−0.30 kg/m²）で有

意な減少が見られました。この結果から、「健診戦」は「楽しさ」や「手軽さ」といった行動科学理論にもと

づく工夫により、従来健康づくりに参加しにくい低関心層の行動を変えるきっかけとなり、健康格差の縮小

に貢献する可能性が示唆されました。 

  

博報堂は今後も「健診戦」の事業展開や新たなプログラム開発により、「誰一人取り残さない」健康づくり

を実現し、企業の健康経営を支援してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健診戦」の社内プロモーション例や健康改善度フィードバックグラフィック例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

   

 

■本研究の背景 

肥満は生活習慣病の主要なリスク要因ですが、健康づくりへの関心や健康行動には個人差があり、この

差が健康格差の一因となります。特に、健康への関心が低い人々は健康情報を避ける傾向があり、従来

の保健プログラムでは効果が届きにくいという課題がありました。近年、ゲーミフィケーション（ゲー

ム要素の活用）やナッジ（行動をそっと後押しする仕組み）など、行動科学を応用した新しいアプロー

チが注目されています。しかし、健康への関心が低い人々への効果は明らかではありませんでした。本

研究では、行動科学の要素を取り入れた「健診戦」プログラムの効果を、参加者の健康関心度別に検証

しました。 

 

■対象と方法 

博報堂ＤＹホールディングス、博報堂、博報堂ＤＹメディアパートナーズで2020年に実施された、全従

業員が任意で参加できる行動科学に基づくプログラム「健診戦」に参加した410名と非参加の390名（ア

ンケート回答者のみ）を対象に、健康関心度に関するアンケートの回答により対象者を健康への関心が

「低い」「中間」「高い」の3群に分類しました。プログラム参加の有・無がBMIの1年間（2019年から

2020年）の変化に与える影響を分析しました。分析は、参加者と非参加者の背景要因（年齢、性別、生

活習慣など）を統計学的に調整して実施しました。 

 

■結果 

対象者全体で、プログラム参加によるBMI減少が認められました（−0.22 kg/m²）。特に、健康関心度

が低い群（−0.34 kg/m²）と、中間群（−0.30 kg/m²）で有意な減少が見られました。一方で、健康関

心度が高い群では、プログラム参加者と非参加者のBMI変化幅に有意な差はありませんでした。 

 

■結論  

行動科学を応用した健康プログラムへの参加は、健康への関心が「低い」および「中間」の従業員にお

いて、BMIを効果的に減少させることが示されました。この結果から、今後、健康への関心が低い従業

員へのアプローチを強化し参加を促すことができれば、職域における健康格差の縮小に貢献する可能性

が示唆されます。 

 

■本研究の意義  

本研究は、これまでアプローチが困難とされてきた健康無関心層に届き、健康指標を改善させた重要な

エビデンスです。「楽しさ」や「手軽さ」といった行動科学理論にもとづく工夫により、健康への関心

が低い人でも取り組みやすく、効果を発揮するプログラムとなる可能性が示されました。この成果は、

企業や自治体が、対象となる人々の状況や特性に合わせて行動科学を活用した保健プログラムを開発・

実践し、「誰一人取り残さない」健康づくりを進めるための、実践的かつ有用な指針となります。 
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【健診戦®（けんしんせん）について】 

定期健康診断においてヘルスデータ（参加を希望する従業員個人単位のデータ）を取得し、自身の前年

度と当年度の健康数値を比較、その改善度をスコアとして可視化・表彰することで、従業員が楽しく参

加でき、健康改善のモチベーション向上と企業の健康経営をサポートするプログラムです。サービス基

盤には（株）博報堂テクノロジーズの社会課題解決 SaaS プラットフォーム「XT.H（クロステックエイ

チ）」を利用しています。加えて博報堂ＤＹグループによる生活者発想をベースとしたユーザー視点を

活用した UI/UX 設計を行いました。2020 年には厚生労働省主催「第 9 回健康寿命をのばそう！アワー

ド」において厚生労働省健康局長優良賞を受賞しています。 

公式サイト：https://kenshinsen.jp/ 

健診戦に関するお問い合わせはこちら：kenshinsen@hakuhodo.co.jp 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社博報堂 広報室 戸田・成田 koho.mail@hakuhodo.co.jp 
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